








要約 現在日本の神経芽細胞腫スクリーニングは HPLC 法が推進されているが、マス・スク

リーニングの方法としては、いくつかの短所を含み、必ずしも全ての施設にとって適切な

方法ではない。そこで、第一次マス・スクリーニングのためのものとしては ELISA 法の使

用が考えられる。我々は、化血研、札幌市衛研で HPLC法でスクリーニングを行った検体を、

すぐに結果を知らせることなく送付し、全くブラインドで ELISA 法を実施し、この二つの

異なる方法による結果を対比させ、ELISA 法の妥当性を分析した。ELISA 法としては、ヤマ

サ醤油(株)の VMA・HVA 測定キットを用いた。40,780 検体分析の結果、一応よい相関がみ

られ、この間 9 例の患者があったが、ELISA 法でも全員発見されていた。この方法も現実

のスクリーニング方法として採用可能であろう。 


